
事例Ⅲ ⽊の⽂化を⽀える森づくりを学ぶ 
（東北森林管理局 岩⼿南部森林管理署） 

岩⼿南部森林管理署では、平成 21 年、地元の平泉古事の森育成協議会と
協定を締結し、⽊の⽂化を⽀える森として「平泉古事の森」を設定しまし
た。この協定に基づき、同署では、世界⽂化遺産に登録されている平泉地
域の寺社・仏閣等の歴史的建造物の修繕等に必要なヒバの⼤径材を育成し
つつ、地域と連携しながら、次世代を担う地元の⼩学⽣に⽊の⽂化継承す
る上で、ふるさとの森林を⽀えるこのとの重要性について意識醸成を図っ
ています。 

令和３年度には、地元⼩学校（４校）の児童を対象とした森林教室を開
催し、平泉⽂化と森林の関わり、⽂化財に使⽤されている⽊材の特徴、森
林の機能や育成の流れを説明した後、校庭で、児童たちは、丸太切り、年
輪数え等を体験しました。これらの取組を通じて、森林の⼤切さや⽊材と
⽣活の関わりを始め、森林と⽂化のつながりに対する児童の関⼼が⾼まっ
た様⼦がうかがえました。 

引き続き、地域の歴史的建造物など⽊の⽂化の継承に貢献する森林づく
り活動や森林教室等の活動に取り組んでいくこととしています。 

・ 岩 手 県 奥 州 市 (お う し ゅ う し ) 衣 川 (こ ろ も が わ )小 学 校   

・（ 左 ） 平 泉 文 化 と 森 林 の 関 わ り 等 を 講 義  （ 右 ） ヒ バ の 年 輪 か ぞ え  

 

事例Ⅳ 分収造林制度の活⽤による漆⽣産 
（東北森林管理局 岩⼿北部森林管理署） 

岩⼿県⼆⼾市では、国産漆の約７割を⽣産しており、同市では「地域お
こし協⼒隊」を募集し、漆掻き技術の継承や、安定的な⽣産量を確保する
ためのウルシ林の拡⼤等に取り組んでいます。 

岩⼿北部森林管理署では、ウルシ林の造成に適した国有林野を分収造林
契約の締結により⼆⼾市に提供し漆⽣産量の増加と、漆掻き技術を継承す
るための⼈材育成に協⼒しています。 

令和３年度においては、分収造林契約を締結し、⼆⼾市の主催により、
11 ⽉に「漆うるわしの森植樹祭」を開催し、地元⼩学⽣を含む計 11 団体
と岩⼿北部森林管理署職員の計約 150 名が、ウルシ 500 本と漆器素材と
なるトチノキ 100 本を植栽しました。 

今後も国産漆の⽣産量増加を⽬指す⼆⼾市を⽀援するため、同署管内の
漆⽣産に適した国有林野の活⽤を継続していきます。 

・ 岩 手 県 二 戸 市(に の へ し) 漆 澤 第 一(う る し ざ わ だ い い ち)国 有 林
・（ 左 ） 植 樹 祭 に 参 加 し た 地 元 小 学 生 等
（ 右 ） ウ ル シ や 漆 器 素 材 と な る ト チ ノ キ を 植 樹  




